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はじめに

　藤子・Ｆ・不二雄作の漫画「２１エモン」では、２１世紀は夢の世紀として描

かれている。科学が進み、超高層住宅での家事はロボットが担い、宇宙旅行

が行われ、当時将来への夢と希望を信じて疑わなかった。２１世紀を迎え成熟

社会となり、女性の社会参加も進み、努力次第で自己実現できる社会が到来

した一方、経済格差が教育格差を生み、２０１６年の「ひきこもり」人口は５６万

人ともいわれている。

　今後、少子高齢化が進み人口減少に転じたことが引き起こすであろうさま

ざまな課題が予想されている。労働者不足による外国人の流入と高齢者の労

働延期など多様性が増す社会で、異なった人々を排除せず皆が支え合う共生

していく力が必要となる。また、地球温暖化による災害、テロ等の宗教や民

族の対立からの脅威、エネルギーや社会保障の問題等、日本が破綻せず持続

可能な豊かな社会を力強く切り開いていく、その当事者は、目の前の子ども

たちである。

　『人生１００年』時代といわれ、１００年生きるだろう子どもたちの人間形成の基

礎である幼児期に、しっかり確実に心を込めて丁寧に対応される心地よさを

味わい、他者から自分の存在を肯定的に受容されることで、子どもは自身を

肯定的に受け入れることができる。自我が育ち仲間とのつながりが深まる中

で自己主張をぶつけ合う 藤経験、話し合いを繰り返し互いに折り合いをつ

ける経験、仲間の一員として役割を分担し協同して粘り強く取り組む経験な

ど、他者と思いや考えを出し合いながら挑戦する勇気と、協力してやり遂げ、

達成感を味わうこと経験は、自信や自己肯定感を育むとともに、答えのない

問題に力強く向かっていく力を養っていく。

　子どもたちは、ぶつかり合いや 藤を繰り返すことで、メンタルが強くき

め細かくなっていく。私たちは、そんな時も明るい希望とこうありたいと願

うビジョンを共有し、援助ができる資質が必要である。

　将来子どもたちが、明るくタフに人生を謳歌できるために、われわれ保育

者が存在する。それはなんと希望に満ちた尊い仕事であろうか。

　現場の先生方、保育を学ぶ学生の皆さん、育児中の保護者の皆さんにわか

りやすいよう、できるだけ現場の問題や実際の事例を交え、さらにそれを裏

づける資料を盛り込むことを心がけた。それぞれの立場で、園内研修や授業、

育児等での保育力の一助になれば幸いです。

　最後に本書の出版に際し、辛抱強くご支援いただきました株式会社みらい

の米山拓矢氏ならびに小川眞貴子氏に心より感謝申し上げます。

　　２０１８年１月

編　者　濱　名　　浩
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  �   少子高齢化・グローバル化で変わる社会

　少子高齢化は加速的に進んでいくと予想されている。高齢者の比率が増え

子どもは減少し、労働力人口も激減するとされている。日本の生産年齢人口

の減少は、外国人労働者との協働をもたらす。現在でも大企業の約３分の１

が外国人留学生を採用しているようであるが、今後外国人労働者が増え、政

治・経済的にも、かつてないグローバル社会が待ち受けている。

  �   人工知能（AI）等の進展で

　GoogleやFacebook、IBMなどの大手IT企業が、人工知能（AI）開発に力

を注いでいるが、近い将来には、人工知能がさまざまな判断を行うようにな

り、社会や生活は大きく変わると予測されている。パソコンやスマートフォ

ン（以下、スマホという）などの情報通信機器はもちろん、すべての機器が

ネット化し、生活やビジネスがインターネットなしでは成り立たなくなる。

　計算や歴史等の記憶は手元のスマホで簡単に解決でき、ゲーム等の余暇や

財布までがスマホという、スマホ依存生活になっている。一方で、スマホが

どのような構造でどう機能しているか、ほとんどの者はまったくわからない。

第１節 ● 幼児を取り巻く現代的課題

��

　少子化、待機児問題、教育費問題など注目を集めている子どもの問題は、経済問題

だけでなく、日本の将来を左右する大問題である。未来の社会の担い手である子ども

たちを、この乳幼児期にいかに安定し、賢く人間性が豊かに育てていくかどうかは、

私たちにかかっている。それは重大な使命である。

　予測不可能な未来を生きていく子どもたちに、今どのような力を身につけ充実した

育ちを援助すべきか、現代の課題と対応すべき力を整理する。

◆キーポイント◆

第 1 章
未来の社会を生きる子どもたちに
求められる幼児教育と「人間関係」
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下手をすると、スマホに何もかも頼りかねない。自らが考え、目当てをもっ

て取り組むことができない、スマホ依存人になるリスクがある。

  �   環境のリスク

　２０世紀以来さまざまな産業が発展しつづけ、世界的な人口過剰、過剰消費、

化石燃料による気候の変化、地球温暖化、経済成長への競争で資源の減少、

環境破壊など、地球レベルで持続不可能な状況に陥ろうとしている。異常気

象、データ盗難・詐欺、民族の対立等のリスクは、一人の力や一国の力では

とても対応できない課題で、これからは世界が緊密につながり、他国のこと

が瞬時に日本にも大きな影響をもたらすこととなる。自分だけという狭い考

えでは行きづまるリスクがある。

第１章●未来の社会を生きる子どもたちに求められる幼児教育と「人間関係」
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２０６０

（Ｈ６２）

２０５０

（Ｈ５２）

２０４０

（Ｈ４２）

２０３０

（Ｈ３２）

２０２０

（Ｈ２７）

２０１５

（Ｈ２２）

２０１０

（Ｈ１２）

２０００

（Ｈ２）

１９９０

（Ｓ５５）

１９８０

（Ｓ４５）

１９７０

（Ｓ３５）

１９６０

（Ｓ２５）

１９５０

４．９

３２．７

２７．０

３５．４

７．１

４１．２

２７．８

２３．９

１２．０

４７．８

２１．７

１８．２

１４．５

１５．９

１７．３

１４．６

２６．８

４６．０

１４．７

１２．５

４０．４

３８．８

１１．７

９．０１４歳以下人口

１５～２９歳人口

３０～６４歳人口

６５歳以上人口

（見通し）

注：年齢別人口には年齢不詳の人口を含めていない。

出典：総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成２４年１月推計）：出生中位・
死亡中位推計」（各年１０月１日現在人口）、厚生労働省「人口動態統計」

図１－１　年齢区分別人口割合の推移・見通し
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  �   育児のリスク－少子化での親子の実態－

（１）　少子化と母親の置かれた状況

　最も身近で基本的な親子関係や育児環境が、ここ１０年で激変した。それは

かつて類を見ないほどの急変ぶりといってよい。初産の平均年齢は２０１１（平

成２３）年より３０代となり、経済的事情などからひとりっ子が半数余りを占め

るようになった。

　家庭での子どもの育ちや親の育児の意識も大きく変わった。核家族化によ

り身近に子育てについて相談できる家族がおらず、スマホなどから育児情報

を入手する比重が大きくなった。しかし、インターネット上のあふれる情報

のなかには、親の不安につけ込んだり、子どもの発達を無視した民間療法や

早期教育の効果をうたう偽情報も入り乱れ、親に不安と混乱を引き起こして

いる。

　また、親同士のつきあい方も変化した。スマホを介してのメールやLINE等

のSNSの活用で、言葉や顔を交わさずともつながり、会わない時間にも書き

込みの返信などで振り回されている。

　自身が育つ過程でイジメなどの体験を受けた親もおり、他者に対し神経過

敏になりママ友と関係をつくることが苦手な者もいる。今の子育て親子は孤

立ししんどいものといえる。

��

表１－１　子育てをしていて、よかったと思うこと（複数回答）
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出典：内閣府『平成２８年版少子化社会対策白書』

※お子さんがいない方は、仮に自分が子育てをする場合を想定して回答
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��

１００８０６０４０２００

９６．０
９８．１
９７．９
９８．１

９０．７
９３．５
９３．３
９３．７

８８．０
９１．１
９２．３
９１．８

７９．１
８０．７
７８．９
７６．３

８１．７
７７．６
７７．６
７５．４

５９．６
６６．０
６２．５
６５．７

６０．６
６０．９
５６．３
５９．９

６２．４
５８．８
５５．８
５５．７

子どもに八つ当たりしたくなる事

５６．６
５９．５
５４．７
５３．９

３７．６
３７．１
３７．９
４０．１

（％）

　　２０００年（１，５７０人）

　　２００５年（２，２５８人）

　　２０１０年（２，８３９人）

　　２０１５年（３，２８７人）

子どもがかわいくて
たまらないと思う事

子どもを育てるのは楽しくて
幸せなことだと思う事

子どもと遊ぶのはとても
おもしろいと思う事

子育てによって自分も成長している
と感じる事

自分の子どもは結構うまく
育っていると思う事

子どもが将来うまく育っていくかどうか
心配になる事

子どもがわずらわしくて
いらいらしてしまう事

子どものことでどうしたらよいか
分からなくなる事

子どもを育てるために
がまんばかりしていると思う事

否
定
的
な
感
情

肯
定
的
な
感
情

注：調査対象は、首都圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）の０歳～６歳の乳幼児を持つ保護者、そのうち１歳
６カ月～６歳児の母親の回答を集計。調査時期は、２０００年２月、２００５年３月、２０１０年３月、２０１５年２～３月、郵
送による自記式アンケート調査。「よくある」「ときどきある」の回答を集計。

資料：ベネッセ教育総合研究所「第５回幼児の生活アンケート（速報版）」２０１５
出典：愛育研究所『日本子ども資料年鑑　２０１７』KTC中央出版　２０１７年　p.７６

図１－２　母親の子育て意識
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いる１）。①何か助けを求めた時に的確に応じる 敏  捷 性、②逆に子どもがシグ
びん しょう

ナルを発信してこない場合は極力子どもの主体的な活動に干渉しない非侵害

性、③黒子に徹し、遊びや活動の環境の構造する構造化、④情緒的に温かい

あ雰囲気を醸成し、離れたところから見守りのエールを送り続ける、という

ものである。

　保育者や友だちから深く愛されていると実感できるためにも、見守り、応

援し続け、一人ひとりのよさをクラスに広げる間接的な援助も、資質・能力

の育成にはとても重要である。

��

●「第１章」学びの確認

①幼児を取り巻く現代的課題を克服し、未来を生き抜く社会の担い手として、どのよ

うな育ちが大切かを考えよう。

②「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」は、保育のなかでどのように用いら

れるかを確認しよう。

③領域「人間関係」の０歳から就学前までのねらいおよび内容の関連づけ、発達的変

化を確認しよう。

●発展的な学びへ

①年齢に応じた多くの援助のあり方を分類・整理してみよう。

②気になる図表から、今後の保育者として自分が行えることを具体的に考えてみよう。
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��

　ウォルター・ミシェルは、1960年代にスタンフォード大学のビング保育園

の園児にテストを行った。園児がマシュマロ１個の置いてあるテーブルと向

かい合って一人で座る。テーブルの上に置いてあるマシュマロは１個だが、

研究者が戻るまで席をはなれなかったり、食べたりしなければマシュマロを

２個食べることができる。我慢できずにマシュマロを食べた園児もいれば、

我慢して２個食べた園児もいる。我慢できた園児とできなかった園児の違い

を、その後の50年にわたって追跡調査を行った結果、我慢した時間が長いほ

ど大学進学適性の点数がよく、青年期の社会的・認知的機能の評価が高かっ

た。また、肥満指数が低く、自尊心が強く、目標を効果的に追求し、欲求不

満やストレスに対してうまく対応できるということも明らかとなった。これ

が、行動科学で最も有名なテストの一つであるマシュマロテストである。

　我慢できた園児は、マシュマロをもう一つもらうという先にある目的と目

的を達成するための条件を思い描き続けた。そのことによって、食べたい衝

動を和らげ、さらに気をまぎらわすための方法をとったことによって我慢す

ることに成功できたのである。自らの感情や衝動をコントロールするために

は、見通しを持てることがとても大切だといえる。

　また、我慢するというストレスに対してうまく対応できるかどうかは、乳

児期の愛着形成の育みにも関係する。乳児期に愛着形成が十分に育まれた子

は、なんらかの方法で気を紛らわせてストレスに対してうまく対応すること

ができる。一方、乳児期に放任や虐待を受けた場合、ストレスの負荷がかか

り続けて、うまく対応することができずに我慢ができない。

　これらの結果から、乳幼児に対するおとなのかかわりがその後の人生に影

響することがわかる。しかし、園児のときには我慢できなかったのに年を経

るうちに待つのがうまくなる子もいれば、園児の時には我慢できたのに年を

経るうちに自制の水準が下がる子もいる。園児の時の結果ですべてが決まる

のではなく、その後のおとなのかかわりや教育の効果によって将来が変わり

得るのである。

マシュマロテスト

●○●　コラム　●○●
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